
親
鶯
聖
人
（
以
下
、
諸
師
の
敬
称
略
）
の
仏
土
観
の
特
徴
と
し
て
報
化
二
土
、
報
中
垂
化
論
（
弥
陀
報
土
の
中
に
報
士
と
化
土
が
含

ま
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
『
仏
説
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
大
経
』
）
胎
化
段
、
源
信
『
往
生
要
集
』
所
引
の
懐

感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
（
以
下
、
『
群
疑
論
』
）
な
ど
、
浄
土
教
の
相
承
の
中
で
親
鶯
の
上
述
の
化
土
観
は
形
成
さ
れ
て
き
た
と
す
る
多

く
の
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
『
大
経
』
に
依
拠
し
、
比
叡
山
に
登
り
天
台
教
学
を
学
び
、
ま
た
は
懐
感
を
浄
土
五
祖
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
、
他
の
法
然
門
下
に
は
こ
の
よ
う
な
説
示
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
後
述
す
る
が
、
隆
寛
に
近
し
い
思
想
が

あ
る
も
の
の
、
完
全
に
報
土
と
化
土
と
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
）
。
筆
者
は
い
か
に
親
鶯
が
こ
の
よ
う
な
独
自
の
化
土
観
を

形
成
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
た
め
の
視
座
と
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
同
時
代
的
な
浄
土
信
仰
と
の
比
較
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
南
都
浄
土
教
、
と
り
わ
け
今
回
は
法
相
系
の
浄
土
信
仰
と
の
比
較
を
試
み
て
、
親
鶯
の
化
土

観
形
成
を
解
明
す
る
た
め
に
は
上
述
の
視
座
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
。

親
鷺
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

一
、
問
題
の
所
在
（
南
都
浄
土
教
へ
の
視
座
）

西
村
慶
哉

四
一



最
初
に
、
親
鶯
に
お
い
て
報
化
二
土
お
よ
び
報
中
垂
化
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
、
親
鶯
の
化
土

観
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
仏
土
に
つ
い
て
、
『
化
身
士
巻
』
「
総
釈
」
で
は
、

デ
サ

ヲ
パ

ハ

シ

ノ
ノ

シ

謹
顕
二
化
身
士
一
者
、
…
土
者
『
観
経
』
浄
土
是
也
。
復
如
二
『
菩
薩
処
胎
経
』
等
説
一
、
即
慨
慢
界
是
也
。
亦
如
二
『
大
元
量
寿

ノ
ノ

ジ
ヤ
ウ

オ
コ
タ
ル
ア
ナ
ド
ル

経
』
説
一
、
即
疑
城
胎
宮
是
也
。
（
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
〈
以
下
、
『
聖
典
全
書
』
〉
二
、
一
八
三
頁
）

と
述
べ
、
化
土
と
は
、
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』
）
に
示
さ
れ
た
浄
土
や
『
大
経
』
所
説
の
疑
城
胎
宮
、
『
菩
薩
従
兜
術

天
降
神
母
胎
説
広
普
経
』
所
説
の
憾
慢
界
等
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
土
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
と
し
て
、
『
真
仏
土
巻
』
「
真
仮
対
弁
」
に
、

ル
ー
ツ
イ
テ
ニ
リ
リ

ヲ
テ
テ
ニ
リ
リ

ー
ア

ー
ー

セ
リ
ヲ

レ

然
就
二
願
海
《
有
し
真
有
し
仮
。
是
以
復
就
二
仏
士
一
有
し
真
有
し
仮
。
由
二
選
択
本
願
之
正
因
《
成
二
就
真
仏
土
一
：
．
真
仮
皆
是
酬
二

セ
リ
ノ
ー
ニ
ヌ

カ
リ
ナ
リナ

リ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

報
大
悲
願
海
一
故
知
、
報
仏
士
也
。
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
一
七
九
頁
～
一
八
○
頁
）

と
、
真
実
の
仏
土
も
方
便
の
仏
土
も
弥
陀
の
因
願
に
酬
報
し
た
土
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
文
か
ら
、
弥
陀
仏
土
は

真
仮
み
な
報
土
で
あ
り
、
化
土
は
報
土
の
中
に
摂
せ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
報
中
垂
化
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
親
鶯
は
、

（
１
）

報
土
の
中
に
化
土
で
あ
る
惚
慢
辺
地
や
疑
城
胎
宮
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
化
土
に
は
ど
の
よ
う
な
者
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
往
生
す
る
の
か
。
親
鶯
の
説
示
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
『
浄
土

三
経
往
生
文
類
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

し
か
れ
ば
、
『
無
量
寿
仏
観
経
』
に
は
、
定
善
・
散
善
、
三
福
九
品
の
諸
善
、
あ
る
い
は
自
力
の
称
名
念
仏
を
と
き
て
、
九
品
往
生

を
す
塾
め
た
ま
へ
り
。
こ
れ
は
他
力
の
中
に
自
力
を
宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
観
経
往
生
と
ま
ふ
す
は
、
こ
れ
み
な
方

親
鴬
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

二
、
親
賛
の
報
化
二
土
、
報
中
垂
化
論
と
先
行
研
究

四
二



息
に
は
、 便

化
土
の
往
生
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
八
五
頁
～
五
八
六
頁
）

す
な
わ
ち
、
『
観
経
』
が
顕
説
す
る
九
品
浄
土
や
、
定
散
二
善
等
の
因
行
は
全
て
方
便
化
土
へ
の
往
生
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、
親
鶯
が
東
国
の
門
弟
へ
送
付
し
た
建
長
三
（
一
二
五
二
年
閨
九
月
二
十
日
付
の
書
簡
、
い
わ
ゆ
る
「
有
念
無
念
」
の
消

来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
、
自
力
の
行
者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
、
諸
行
往
生
の
人
に
い
ふ
く
し
、
い
ま
だ
真
実

の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
…
真
実
信
心
の
行
人
は
、
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
、
信
心
の
さ
だ
ま
る
と

き
住
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
臨
終
を
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
を
た
の
む
こ
と
な
し
。
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
に
往
生
は
さ
だ
ま
る
な
り
。

来
迎
の
儀
則
を
ま
た
ず
…
こ
の
自
力
の
行
人
は
、
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生
・
辺
地
・
僻
慢
ま
で
も
む
ま
る
く
か
ら
ず
…
臨

終
を
ま
つ
と
い
ふ
こ
と
と
、
来
迎
往
生
を
た
の
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
定
心
・
散
心
の
行
者
の
い
ふ
こ
と
な
り
。

（
『
古
写
消
息
』
第
四
通
〈
『
聖
典
全
書
』
二
所
収
、
七
六
八
頁
～
七
六
九
頁
〉
）

と
、
他
力
真
実
信
心
の
行
者
は
、
信
心
の
定
ま
る
と
き
に
往
生
も
ま
た
定
ま
る
た
め
、
臨
終
に
来
迎
を
た
の
む
必
要
が
な
い
こ
と
を
顕

示
し
つ
つ
、
一
方
で
臨
終
に
お
け
る
来
迎
を
期
す
る
こ
と
や
、
諸
行
に
よ
り
往
生
を
期
す
る
こ
と
は
自
力
の
行
者
の
行
為
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
行
者
は
臨
終
来
迎
を
待
た
ね
ば
僻
慢
界
・
辺
地
等
の
化
土
へ
す
ら
も
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
門
弟
た
ち
に
説
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
『
正
像
末
和
讃
』
「
誠
疑
讃
」
で
は
、
本
願
疑
惑
の
者
が
化
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
二
十
数
種
首
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
す
る
と
、

（
六
一
）
仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て
自
力
の
称
念
こ
の
む
ゆ
へ

辺
地
僻
慢
に
と
ダ
ま
り
て
仏
恩
報
ず
る
こ
鼻
ろ
な
し

（
六
三
）
仏
智
疑
惑
の
つ
み
に
よ
り

慨
慢
辺
地
に
と
ま
る
な
り

親
鴬
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

四
三



疑
惑
の
つ
み
の
ふ
か
き
ゆ
へ
年
歳
劫
数
を
ふ
る
と
と
く

（
六
五
）
自
力
称
名
の
ひ
と
は
み
な
如
来
の
本
願
信
ぜ
ね
ぱ

う
た
が
ふ
つ
み
の
ふ
か
き
ゆ
へ
七
宝
の
獄
に
ぞ
い
ま
し
む
る

（
六
七
）
自
力
諸
善
の
ひ
と
は
み
な
仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
へ
ば

自
業
自
得
の
道
理
に
て
七
宝
の
獄
に
ぞ
い
り
に
け
る

（
六
九
）
本
願
疑
惑
の
行
者
に
は

含
花
未
出
の
ひ
と
も
あ
り

或
生
辺
地
と
き
ら
ひ
つ
蛍
或
堕
宮
胎
と
す
て
ら
る
シ

ア
ル
ヒ
ハ
ヘ
ン
ヂ
ニ
ム
マ
レ
ア
ル
ヒ
ハ
ク
タ
イ
ニ
オ
ッ

（
七
二
）
七
宝
の
宮
殿
に
む
ま
れ
て
は
五
百
歳
の
と
し
を
へ
て

三
宝
を
見
聞
せ
ざ
る
ゆ
へ
有
情
利
益
は
さ
ら
に
な
し

（
七
三
）
辺
地
七
宝
の
宮
殿
に

五
百
歳
ま
で
い
で
ず
し
て

み
づ
か
ら
過
答
を
な
さ
し
め
て
も
ろ
も
ろ
の
厄
を
う
く
る
な
り

（
七
八
）
仏
智
疑
惑
の
つ
み
ゆ
へ
に
五
百
歳
ま
で
牢
獄
に

か
た
く
い
ま
し
め
お
は
し
ま
す
こ
れ
を
胎
生
と
と
き
た
ま
ふ

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
四
九
九
頁
～
五
○
八
頁
、
通
番
号
は
蓮
如
本
に
拠
る
）

等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
誠
疑
讃
」
の
説
示
を
総
合
す
る
と
、
自
力
の
称
名
や
諸
行
は
弥
陀
本
願
を
疑
惑
し
た
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

行
者
は
罪
が
深
い
た
め
に
化
土
に
往
生
し
て
五
百
歳
の
間
、
報
土
へ
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
親
鶯
は
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

ブ
（
》
０

上
記
の
親
鶯
の
説
示
を
整
理
す
れ
ば
、
『
観
経
』
は
方
便
の
教
え
が
顕
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
示
さ
れ
る
土
は
方
便
化
土
で
あ
り
、

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

四
四



で
は
次
に
、
こ
の
よ
う
な
親
鶯
の
報
中
垂
化
論
に
対
し
て
先
行
研
究
で
は
ど
の
よ
う
な
見
解
が
な
さ
れ
て
い
る
か
瞥
見
す
る
。
村
上

速
水
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
報
中
垂
化
論
は
、
決
し
て
親
鶯
の
独
断
や
創
説
で
は
な
く
、
「
経
論
師
釈
を
一
貫
す
る
浄
土
門
の
伝
統
で
あ

（
２
）る

」
と
、
「
浄
土
教
の
相
承
」
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
証
文
と
し
て
『
大
経
』
の
胎
化
段
、
『
往
生
要
集
』

に
引
用
さ
れ
た
『
群
疑
論
』
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
等
の
文
を
挙
げ
る
。
ま
た
浅
井
成
海
氏
も
同
じ
く
浄
土
門
の
伝
統
に
よ
り
親
鶯
報

（
３
）

中
垂
化
論
は
形
成
さ
れ
た
と
し
、
こ
の
よ
う
な
親
鶯
に
よ
る
化
土
の
設
定
は
、
「
疑
を
誠
め
る
」
為
で
あ
る
と
論
じ
る
。

ま
た
、
伊
東
順
浩
氏
は
上
記
に
加
え
て
、
親
鶯
の
報
中
垂
化
論
の
形
成
に
は
隆
寛
の
仏
土
を
報
土
と
辺
地
に
分
け
る
思
想
が
影
響
し

（
４
）

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
隆
寛
の
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
は
、

ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
ニ

ノ

ノ
ノ

一
一

ノ

ハ

ー
ー

『
大
経
』
中
疑
心
願
生
者
所
住
宮
殿
、
『
観
経
』
中
九
品
行
者
所
生
蓮
胎
、
倶
是
願
力
所
変
辺
地
也
。
於
二
此
処
一
者
可
レ
摂
二
報
土
↓

ノ
ヲ
ガ
ス
ル
ニ

ノ
ノ
ガ
二

以
二
智
願
力
一
所
二
荘
厳
一
故
、
又
是
本
願
所
成
国
土
辺
地
故
。

（
平
井
正
戒
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
皿
附
遣
文
集
』
〈
以
下
、
『
遺
文
集
』
〉
三
一
頁
上
）

と
あ
り
、
ま
た
『
自
力
他
力
事
』
に
は
、

ま
さ
し
き
本
願
の
土
に
は
ま
い
ら
ず
、
わ
づ
か
に
そ
の
ほ
と
り
へ
ま
い
り
て
、
そ
の
と
こ
ろ
に
て
本
願
に
そ
む
き
た
る
つ
み
を
つ

ぐ
ひ
て
の
ち
に
、
ま
さ
し
き
極
楽
に
は
生
ず
る
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
○
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
隆
寛
は
報
土
の
中
に
さ
ら
に
報
士
と
辺
地
を
分
け
て
お
り
、
親
鶯
の
報
中
垂
化
に
近
似
し
た
説
示
を
み
る
こ
と
が
で
き

し
か
も
そ
れ
は
報
中
垂
化
す
な
わ
ち
、
報
土
中
に
摂
せ
ら
れ
た
土
で
あ
る
。
自
力
に
よ
る
称
念
や
諸
行
を
行
じ
る
機
、
臨
終
に
来
迎
を

期
す
る
機
は
、
す
べ
て
仏
智
疑
惑
と
い
う
罪
が
原
因
と
な
り
、
報
土
中
の
化
土
に
生
ま
れ
て
五
百
歳
の
間
、
罪
を
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ブ
（
》
○

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

四
五



①
弁
長
・
良
忠

弁
長
や
良
忠
を
は
じ
め
と
し
た
鎮
西
義
で
は
、
念
仏
の
機
も
諸
行
の
機
も
修
因
の
違
い
は
あ
る
が
報
士
へ
生
ま
れ
る
と
し
、
弥
陀
の

仏
士
に
つ
い
て
は
善
導
の
「
是
報
非
化
」
に
則
り
、
唯
報
と
の
見
解
を
示
す
。
た
と
え
ば
弁
長
の
『
浄
土
宗
要
集
』
で
は
、

ノ
ハ
ン
ヤ

ト

ト
キ
ヤ

ノ

ノ

ニ
テ
シ
リ
シ

弥
陀
浄
土
為
二
報
身
・
報
土
也
一
ハ
タ
化
身
・
化
土
也
可
レ
云
乎
。
答
。
極
楽
浄
土
体
相
、
教
主
次
第
、
学
者
暗
以
難
し
測
。
但
善

ノ
ハ

ト
シ
へ

導
一
師
御
義
、
報
身
・
報
士
也
可
二
答
申
一
爾
也
。
（
『
浄
土
宗
全
書
』
〈
以
下
、
『
浄
全
』
〉
一
○
、
一
九
七
頁
上
）

と
、
弥
陀
の
仏
士
に
つ
い
て
は
、
善
導
が
「
是
報
非
化
」
と
判
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
報
身
・
報
士
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
ま
た
良

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
親
鶯
の
化
土
観
は
、
『
大
経
』
や
『
群
疑
論
』
、
『
往
生
要
集
』
ま
た
は
隆
寛
と
い
っ
た
浄
土
教
相
承

の
流
れ
の
中
で
自
ず
と
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
ら
先
学
の
指
摘
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
、

「
浄
土
教
の
相
承
」
の
み
が
親
鶯
の
化
土
観
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
親
鶯
と
同
様
に
「
浄
土
教
の
相
承
」
を
経
る
他

の
法
然
門
流
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
な
化
土
に
関
す
る
説
示
を
見
る
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鶯
と
同
じ
よ
う
に

比
叡
山
で
研
鐙
を
重
ね
、
『
大
経
』
を
「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
、
『
群
疑
論
』
の
著
者
で
あ
る
懐
感
を
浄
土
五
祖
と
位

置
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
、
弁
長
・
良
忠
、
証
空
、
隆
寛
、
長
西
と
い
っ
た
浄
土
異
流
は
、
親
鶯
と
は
異
な
り
、
善
導
「
是
報
非
化
」
に

則
り
、
弥
陀
仏
士
に
化
土
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。
章
を
変
え
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
で
は
以
下
に
、
上
述
し
た
浄
土
異
流
の
仏
土
観
を
そ
れ
ぞ
れ
瞥
見
し
、
そ
の
説
示
か
ら
弥
陀
仏
土
に
化
土
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

三
、
浄
土
異
流
に
お
け
る
仏
土
観

四
六



②
証
空

西
山
義
の
流
祖
で
あ
る
証
空
は
、
鎮
西
義
と
は
異
な
り
念
仏
一
類
往
生
を
主
張
す
る
も
の
の
、
仏
士
に
関
し
て
は
鎮
西
義
と
同
じ
く
、

是
報
非
化
で
あ
る
と
説
く
。
証
空
の
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
第
六
「
二
乗
不
生
門
」
に
は
弥
陀
の
仏
土
に
関
す
る
問
答
が
あ
り
、
そ
こ
で

忠
の
『
浄
土
宗
要
集
』
（
以
下
、
『
東
宗
要
』
）
で
は
、

ニ
キ
ノ
ナ
ル

ノ
ニ
ル
ト

ノ
ニ
ル
ー
ｌ
ヲ

ヲ

ン
パ

九
品
辺
地
倶
可
二
報
土
摂
一
耶
。
答
。
然
也
。
於
二
報
土
中
一
立
三
九
品
与
二
辺
地
一
也
。
：
．
於
二
報
土
内
｝
立
二
九
品
辺
地
一
也
。
若
不
レ

ー
フ

ノ

ス

然
者
、
唯
報
之
義
、
不
し
可
二
成
立
↓
（
『
浄
全
』
三
、
六
四
頁
下
）

と
、
『
観
経
』
や
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
辺
地
や
九
品
浄
土
は
化
土
で
は
な
く
、
報
土
中
に
摂
め
ら
れ
た
仏
土
で
あ
る
と
説
く
。
す
な

わ
ち
先
の
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
な
ど
で
、
親
鶯
が
明
確
に
化
土
と
規
定
し
、
自
力
称
名
や
諸
行
の
者
が
往
生
し
て
い
く
土
と
す
る

九
品
浄
土
や
辺
地
を
、
良
忠
は
善
導
の
指
南
に
よ
っ
て
報
士
で
あ
る
と
判
定
す
る
。
仏
土
の
構
造
と
し
て
は
、
親
鶯
の
報
中
垂
化
論
に

近
似
す
る
も
の
の
、
善
導
の
唯
報
説
を
前
提
と
し
て
仏
土
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
弥
陀
仏
土
に
は
基
本
的
に
化
土
を
設
定
し
な

い
。
こ
こ
に
親
鶯
の
仏
土
観
と
鎮
西
義
と
の
決
定
的
な
違
い
を
指
摘
で
き
る
。

は
、

今
論
ズ
ル
所
ノ
弥
陀
ノ
浄
国
ハ
、
報
土
力
化
士
力
、
是
ハ
行
門
ノ
心
ヲ
以
テ
、
鯖
機
ノ
故
二
不
定
ナ
ル
所
ヲ
問
フ
ナ
リ
。
地
上
ノ

菩
薩
ノ
汝
ガ
為
ニ
ハ
報
身
、
地
前
ノ
為
ニ
ハ
化
身
ナ
ル
故
ナ
リ
。
答
ノ
心
ハ
、
報
ナ
リ
。
化
ノ
相
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
弘
願
成
就
ノ
土

ナ
レ
バ
、
一
向
二
報
ニ
シ
テ
化
二
通
ズ
ル
義
ナ
シ
、
卜
答
フ
ル
ナ
リ
。
是
二
、
三
重
ノ
文
証
ア
リ
。
初
ノ
文
ハ
、
『
同
性
経
』
ノ

中
二
、
浄
土
ノ
中
ニ
シ
テ
仏
ニ
ナ
ル
ハ
悉
ク
報
身
ナ
リ
、
稜
土
ノ
中
ニ
シ
テ
成
仏
ス
ル
ハ
悉
ク
化
身
ナ
リ
、
ト
定
メ
テ
、
別
シ
テ

又
、
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
、
是
報
身
報
土
、
卜
説
ケ
リ
。
此
ノ
経
ノ
説
二
依
ル
ー
、
タ
ト
ヒ
行
門
ノ
心
ナ
リ
ト
モ
、
報
身
卜
云
う

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察
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③
長
西

長
西
教
学
は
い
か
な
る
も
の
か
は
近
年
に
お
い
て
も
未
だ
議
論
が
尽
き
な
い
が
、
資
料
の
上
か
ら
長
西
の
仏
土
観
の
一
端
を
窺
っ
て

（
５
）

み
た
い
。
ま
ず
、
那
須
一
雄
氏
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
長
西
文
献
中
に
は
「
報
士
」
「
化
土
」
と
い
う
用
語
は
見
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
長
西
の
弟
子
で
あ
る
凝
然
の
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
（
以
下
、
『
源
流
章
』
）
に
着
目
す
る
。
『
源
流
章
』
は
長
西
直
接

（
６
）

の
著
述
で
は
な
く
、
当
然
、
凝
然
の
価
値
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
長
西
に
関
す
る
記
述
に
関
し
て
は
管

（
７
）
（
８
）

見
の
限
り
先
学
に
よ
る
異
論
は
無
く
、
住
田
智
見
氏
も
長
西
教
学
に
関
し
て
本
書
は
、
「
尤
も
信
用
す
べ
き
」
書
物
で
あ
る
と
み
な
し

て
い
る
。
以
上
よ
り
、
長
西
の
思
想
を
窺
う
も
の
と
し
て
『
源
流
章
』
は
、
あ
る
程
度
信
頼
の
置
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
そ
の
『
源
流
章
』
で
は
長
西
の
仏
土
観
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

ハ
レ

ノ
也
テ
ノ
ー
ズ
ニ
ノ
ノ
ニ
リ
ノ

長
西
上
人
…
所
立
義
云
、
念
仏
・
諸
行
皆
是
弥
陀
如
来
本
願
。
随
二
所
修
業
一
皆
生
二
報
土
や
一
切
横
土
修
業
之
人
有
二
九
品
別
機
担

ナ
ル
ガ
ニ

ー
ズ
ニ
ヒ
ニ
テ
ニ
リ
ノ
ジ
ヌ
レ
パ
し
也
ソ
レ
ノ
ー
ク

宜
異
故
九
品
行
者
倶
生
二
報
土
。
随
し
機
任
し
業
有
二
来
迎
別
韮
生
已
即
是
斉
同
不
退
。
通
是
極
楽
華
蔵
世
界
海
会
大
衆
直
受
ニ

ヲ
リ
ニ
テ
ノ

ソ
ニ
リ

ー
ー

ヲ
チ
ル

ハ

ー
ー

ヲ
ハ
テ
ヲ
シ

法
楽
↓
普
至
二
十
方
一
於
二
諸
仏
所
一
歴
事
供
養
現
前
蒙
レ
記
、
頓
歴
二
十
地
一
忽
至
二
補
処
一
或
於
二
十
方
一
速
成
二
正
覚
一
或
以
二
大
悲
一
起
二

心
ノ
。
／

ス
シ

也

閨
提
願
一
自
証
化
他
、
応
化
斉
抜
。
尽
二
未
来
際
一
業
用
無
方
。
（
『
浄
全
』
一
五
、
五
九
九
頁
下
～
六
○
○
頁
上
）

事
明
ラ
カ
ナ
リ
。
況
ン
ヤ
、
弘
願
成
就
ノ
故
二
報
身
ト
悟
リ
ヌ
レ
バ
、
彼
ノ
明
ラ
カ
ナ
ル
文
此
ノ
道
理
ョ
リ
起
レ
リ
ト
知
レ
バ
、

要
門
ョ
リ
帰
ス
ル
所
ノ
報
身
ナ
リ
ト
得
ッ
。
故
二
、
唯
報
ニ
シ
テ
化
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
フ
ナ
リ
。

（
波
線
筆
者
、
『
西
山
叢
書
』
一
、
二
一
頁
下
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弥
陀
の
浄
土
は
報
土
か
化
土
か
諸
説
あ
る
も
の
の
、
結
局
は
善
導
の
判
釈
と
同
じ
く
「
唯
報
非

化
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

親
鴬
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察
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④
隆
寛

隆
寛
は
先
に
も
示
し
た
通
り
、
念
仏
に
自
力
と
他
力
を
分
け
て
、
自
力
の
機
は
極
楽
内
の
辺
地
に
生
ま
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
親

鶯
と
同
様
に
、
化
土
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
る
も
の
の
、
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
よ
れ
ば
、

レ
パ
ノ
ー
タ
リ
ニ
ノ

ノ

約
二
行
人
情
一
似
し
有
二
其
地
至
若
約
二
能
化
主
一
全
無
二
其
地
や
所
以
者
何
。
阿
弥
陀
以
二
本
願
一
所
二
成
就
一
者
、
報
仏
・
報
土
也
。
：
、

ク
ズ

ニ
ニ
ヌ

テ
ヲ
ス
ル
ノ
ヲ

ー
ー

只
是
随
宜
随
縁
之
教
門
。
全
非
二
本
願
真
実
之
儀
式
壬
明
知
、
云
二
胎
生
一
云
二
九
品
一
是
即
借
二
書
哺
一
誠
二
勧
疑
心
者
一
也
。
別
有
二

Ｄ
／
ニ
ニ
ハ
二

其
地
↓
実
非
レ
生
し
彼
。
（
『
遺
文
集
』
三
一
頁
下
）

と
、
機
の
側
か
ら
み
れ
ば
化
土
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
自
力
行
者
を
誠
め
る
た
め
の
髻
哺
で
あ
り
、
仏
の
側
か
ら
み
れ
ば
、

実
際
に
は
辺
地
と
い
う
も
の
は
な
い
と
隆
寛
は
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
に
は
他
に
も

ノ
ノ
ハ
レ
ノ

ノ
パ
ジ
ク
ノ
ノ
モ

胎
内
経
時
長
短
者
皆
是
教
門
権
説
也
。
論
二
其
実
一
者
、
同
二
上
品
上
生
一
其
余
八
品
皆
即
悟
無
生
也
。
（
『
右
同
』
三
二
頁
上
）

と
、
九
品
浄
土
に
つ
い
て
も
実
際
は
差
別
な
く
、
九
品
の
機
は
斉
し
く
無
生
を
悟
る
の
だ
と
説
く
。
以
上
の
よ
う
に
隆
寛
は
実
際
に
は

辺
地
や
九
品
は
存
在
せ
ず
、
仏
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
仏
士
は
願
力
所
成
の
報
仏
土
の
み
が
存
す
る
と
説
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
説

示
に
は
多
く
親
鶯
と
の
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
唯
報
説
に
従
っ
た
仏
土
論
を
展
開
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

以
上
、
浄
土
異
流
の
浄
土
観
を
概
観
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
大
経
』
や
『
往
生
要
集
』
等
を
同
じ
く
受
容
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る

浄
土
異
流
は
、
親
鶯
と
は
異
な
り
唯
報
説
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鶯
の
仏
土
観
形
成
に
は
上
述
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た

と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
長
西
は
、
念
仏
の
機
も
諸
行
の
機
も
報
土
へ
生
ま
れ
る
と
教
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
行
体
か

ら
す
れ
ば
親
鶯
や
証
空
、
隆
寛
と
は
異
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
行
体
が
報
土
へ
生
ま
れ
る
因
と
な
る
と
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
化
土
に

つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

四
九



最
初
に
、
親
鶯
在
世
時
に
は
、
ど
の
よ
う
な
法
相
宗
有
縁
の
浄
土
教
者
が
親
鶯
の
近
隣
に
存
在
し
て
い
た
の
か
確
認
す
る
。
ま
ず
、

親
鶯
よ
り
時
代
は
遡
る
が
、
法
相
系
の
浄
土
教
者
と
し
て
教
信
沙
弥
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
信
沙
弥
は
、
浄
土
教
系
の
書
物
で
あ
る
『
改

親
鶯
と
法
相
系
浄
土
信
仰
と
の
比
較
を
行
う
前
に
、
親
鶯
と
法
相
宗
と
の
思
想
的
な
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
今
日
現
存

す
る
史
料
を
確
認
す
る
限
り
、
親
鴬
と
法
相
宗
と
の
距
離
は
、
接
近
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
も
そ
も
凡
夫
入
報
を
否
定
す
る
法

相
宗
に
は
西
方
願
生
者
が
少
な
く
、
従
っ
て
そ
の
史
料
も
余
り
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
親
鶯
在
世
当
時
に
法
相
宗
は
、
一
乗
思
想
を

受
容
し
、
法
相
系
念
仏
聖
が
親
鶯
の
周
辺
に
存
在
し
、
何
よ
り
も
興
福
寺
は
専
修
念
仏
の
禁
止
を
求
め
て
朝
廷
に
『
興
福
寺
奏
状
』
を

上
奏
し
て
い
る
。
こ
れ
が
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
か
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
親
驚
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
以
下
、
『
教
行
信

（
９
）

証
』
）
「
後
序
」
に
お
い
て
興
福
寺
の
学
徒
を
「
教
に
昏
く
し
て
真
仮
の
門
戸
を
知
ら
ず
」
等
と
批
判
し
て
い
る
。
状
況
証
拠
ば
か
り
の

提
示
に
は
な
る
も
の
の
、
親
鶯
に
お
い
て
法
相
宗
は
全
く
意
識
の
外
に
あ
る
存
在
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、
親
鶯
の
周
辺

状
況
を
概
観
し
、
親
鶯
と
法
相
宗
と
の
関
係
性
は
い
か
な
る
も
の
か
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
法
相
宗
に
よ
る
弥
陀
の
仏
土
に
つ
い
て

（
皿
）

の
論
議
「
安
養
報
化
」
の
記
述
よ
り
、
法
相
宗
に
お
け
る
弥
陀
仏
土
観
を
思
想
面
か
ら
確
認
し
親
鶯
の
仏
土
観
と
の
比
較
を
試
み
る
こ

の
論
議
弓

と
に
す
る
。

よ
う
な
「
浄
土
教
の
相
承
」
の
み
が
関
わ
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鶯
の
化
土
観
形
成
を
考
究
す
る
に
は
、

従
来
の
「
浄
土
教
の
相
承
」
以
外
の
視
点
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
法
然
流
浄
土
教
内
の
相
承
関
係
で
は
な
く
、

法
然
浄
土
教
外
の
中
世
日
本
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
と
親
鶯
教
義
と
の
比
較
と
い
う
視
座
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
今
回

は
そ
の
一
例
と
し
て
法
相
系
浄
土
信
仰
を
取
り
上
げ
、
以
下
に
親
鶯
と
の
比
較
を
試
み
て
い
く
。

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

四
、
親
鶯
と
法
相
宗

五
○



（
ｕ
）

邪
紗
』
や
『
一
言
芳
談
』
な
ど
に
も
説
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
念
仏
者
の
間
で
教
信
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
」
僧
侶
で
あ
る
と

わ
か
る
。
史
料
の
信
葱
性
に
少
し
疑
問
は
残
る
が
、
了
慧
『
往
生
拾
因
私
記
』
に
は
、
教
信
沙
弥
は
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
っ
た
と
記
さ

（
皿
）

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
聖
集
団
の
中
で
も
法
相
出
身
者
の
存
在
を
ひ
と
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
親
賛
と
同
時
代
を
生
き
た
法
相
系
の
念
仏
者
と
し
て
、
良
遍
（
二
九
四
～
一
二
五
三
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
遍

は
興
福
寺
で
出
家
し
、
覚
遍
に
師
事
し
て
法
相
唯
識
を
学
ぶ
。
多
く
唯
識
に
関
す
る
書
物
を
遣
し
て
い
る
が
、
晩
年
に
な
る
と
『
善
導

大
意
』
『
厭
欣
紗
』
『
念
仏
往
生
決
心
記
』
『
観
心
覚
夢
紗
補
欠
法
門
』
な
ど
、
浄
土
教
に
関
す
る
書
物
を
撰
述
し
て
お
り
、
最
終
的
に

は
弥
陀
信
仰
に
帰
依
す
る
。
こ
の
良
遍
の
弥
陀
信
仰
へ
の
帰
依
は
、
北
畠
典
生
氏
を
は
じ
め
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る

（
過
）

よ
う
に
、
「
法
然
の
浄
土
教
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
」
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
円
照
上
人
行
状
絵
図
』
で
は
、
法
然
門

下
の
一
人
で
あ
る
円
照
と
の
各
別
の
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
後
述
す
る
鎮
西
派
三
祖
の
良
忠
も
良
遍
に
師
事

（
必
）
（
略
）

し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
更
に
、
村
上
真
瑞
氏
の
論
考
で
は
、
『
伝
律
図
源
解
録
』
下
や
、
『
大
悲
菩
薩
並
弟
子
行
状
集
』
と
い
っ
た

（
肥
）

書
物
の
記
述
か
ら
、
良
遍
が
戒
律
復
興
の
た
め
に
東
国
下
野
の
薬
師
寺
に
足
跡
を
遺
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
良
遍
は

建
長
四
（
一
二
五
三
年
八
月
、
五
九
歳
の
頃
に
入
寂
し
て
い
る
か
ら
、
年
代
的
に
親
鶯
在
世
時
に
東
国
に
足
跡
を
遣
し
て
い
る
こ
と

ま
た
、
先
に
も
少
し
述
べ
た
が
、
良
忠
（
二
九
九
～
一
二
八
七
）
は
浄
土
宗
鎮
西
派
三
祖
な
が
ら
良
遍
に
も
師
事
し
て
お
り
、
そ

の
教
学
に
南
都
仏
教
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
先
学
が
多
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
良
忠
は
、
建
長
年
間
に
東
国

下
総
へ
と
教
線
を
拡
大
し
て
お
り
、
親
鶯
が
教
線
を
張
る
常
陸
等
の
地
域
と
非
常
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
親
鶯
門
流
と
良

（
Ⅳ
）

忠
鎮
西
義
と
は
、
東
国
に
て
教
学
的
な
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
良
忠
が
東
国
門
弟
の
質
問
に
答
え
る

か
た
ち
で
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
東
宗
要
』
に
は
、
「
報
化
二
土
の
う
ち
弥
陀
の
浄
土
は
ど
ち
ら
か
」
「
凡
夫
入
報
を
許
す
か
」
と
い

に
な
る
。

親
鶯
の
化
士
観
に
関
す
る
一
考
察

五
一



一
一

二
キ
ノ
ナ
ル

ノ
ニ
ル
ト

ノ
ニ
ル
『
ｌ
ヲ

ヲ

第
十
一
問
。
九
品
辺
地
倶
可
二
報
土
摂
一
耶
。
答
。
然
也
。
於
二
報
土
中
一
立
三
九
品
与
二
辺
地
一
也
。
…
於
二
報
士
内
一
立
二
九
品
辺
地
一

ン
パ
ラ
ノ
ス
シ
ノ
ノ
シ
テ
ノ
ー
ス
テ
ニ
ル
ト
二

也
。
若
不
レ
然
者
、
唯
報
之
義
、
不
し
可
二
成
立
壬
道
理
如
二
一
辺
難
如
但
至
一
一
辺
難
一
者
、
今
許
下
凡
夫
依
↓
｜
仏
願
力
一
而
入
中
報
土
上

ノ
ガ
ニ
ホ
リ
ノ

キ
ノ

ノ
ホ

ノ
ニ

ソ
テ
ノ
二

其
機
劣
弱
故
猶
有
二
三
種
之
障
一
也
。
如
二
彼
『
仏
地
』
『
唯
識
』
等
至
亜
猶
於
二
自
力
自
摂
報
土
一
上
地
・
下
地
相
望
随
二
断
証
分
斉
如

テ
ズ

ヲ
ク
ノ
ニ

ハ
ハ
ハ
ハ

ノ

ー
ー

ト
》
一
ア
ニ

ト

以
判
二
勝
劣
大
小
記
謂
彼
文
云
、
「
或
勝
或
劣
或
大
或
小
」
已
上
。
即
其
証
也
。
重
難
云
、
自
力
報
土
縦
随
二
断
証
一
感
見
錐
し
異
、

ノ

ク
ソ
ニ
ガ
ニ

ノ

ノ

ノ
ズ

ニ
レ
ノ

他
力
報
土
五
乗
斉
託
二
仏
願
一
生
故
、
不
し
可
レ
有
二
如
レ
此
差
降
一
如
何
。
答
。
此
義
存
外
也
。
五
逆
罪
人
生
二
高
妙
報
土
如
是
難
思

レ
圧
ク

ノ
ニ
ン
ニ
ノ
ヲ
ン
ノ
力

本
願
力
也
。
然
而
、
暫
於
二
宮
内
華
中
一
償
二
前
罪
業
一
有
二
何
不
足
↓
（
『
浄
全
』
二
、
六
四
頁
下
～
六
五
頁
上
）

と
続
く
。
先
述
の
よ
う
に
、
良
忠
は
善
導
の
唯
報
論
に
従
い
、
弥
陀
仏
土
は
報
土
に
限
る
と
す
る
も
の
の
、
報
土
の
中
に
九
品
・
辺
地

（
差
別
さ
れ
た
士
）
の
存
在
を
認
め
る
。
そ
の
証
文
と
し
て
唯
識
の
論
疏
で
あ
る
『
仏
地
経
論
』
や
『
成
唯
識
論
』
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
士
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
唯
識
系
の
論
疏
を
用
い
て
回
答
を
行
う
良
忠
の
姿
勢
に
は
、
後
に
詳
述
す
る
法
相
の
論

議
の
一
つ
で
あ
る
「
安
養
報
化
」
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
時
代
は
少
し
親
鶯
か
ら
下
る
と
は
い
え
、
東
国
門
弟
に

向
け
て
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
東
宗
要
』
に
て
、
こ
の
よ
う
な
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
着
目
す
べ
き
で

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
良
忠
に
は
法
相
唯
識
の
影
響
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
東
国
で
は
「
安
養
報
化
」
の
よ
う
な
教
学
的
問
題
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
親
賛
門
流
に
非
常
に
近
接
し
た
地
域
で
惹
起
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え

あ
ろ
う
。

が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
些

が
展
開
さ
れ
、
そ
の
後
に
、

う
趣
旨
の
題
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
論
じ
方
に
も
『
成
唯
識
論
』
な
ど
、
唯
識
系
の
論
疏
を
引
用
し
な
が
ら
回
答
を
行
う
姿
勢

が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
も
引
用
し
た
『
東
宗
要
』
第
十
一
問
答
で
は
、
九
品
浄
土
や
辺
地
は
報
土
に
摂
め
ら
れ
る
か
と
の
問
答

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五
一

一



先
述
の
よ
う
に
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
る
貞
慶
は
、
『
興
福
寺
奏
状
』
に
て
法
然
専
修
念
仏
教
団
を
批
判
す
る
が
、
そ
の
第
六
「
浄
土

（
肥
）

に
暗
き
失
」
に
お
い
て
、
法
然
専
修
念
仏
集
団
を
弥
陀
仏
土
の
視
点
か
ら
批
判
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

観
無
量
寿
経
を
勘
ふ
る
に
．
：
上
、
三
部
の
本
経
よ
り
、
下
、
一
宗
の
解
釈
に
至
る
ま
で
、
諸
行
往
生
、
盛
ん
に
許
す
と
こ
ろ
な
り
。

：
・
九
品
の
階
級
を
授
く
る
に
、
お
の
お
の
先
世
の
徳
行
を
守
る
、
自
業
自
得
、
そ
の
理
必
然
な
り
。
な
か
ん
づ
く
、
仮
名
の
念
仏
、

浄
業
熟
し
難
く
、
順
次
往
生
、
本
意
に
遺
失
あ
り
。
（
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
〈
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
六
頁
～
三
八
頁
〉
）

と
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
法
相
宗
側
か
ら
の
理
解
で
は
、
『
観
経
』
の
経
文
は
諸
行
往
生
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
専
修
念
仏
で
な
け
れ

ば
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
『
観
経
』
を
見
る
限
り
、
弥
陀
の
仏
土
に
は
機
根
や
修
因
に
合
わ
せ
て
九
品
の

差
別
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
だ
仏
力
を
葱
み
、
念
仏
す
る
こ
と
だ
け
が
弥
陀
浄
土
へ
の
往
因
と
い
う
の
は
誤
り

で
あ
り
、
そ
れ
で
は
順
次
の
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
仏
土
観
に
よ
る
専
修
念
仏
批
判
が
、
親
鶯
の
背
景
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
説
示
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
法
然
浄
土
教
と
は
相
反
す
る
立
場
で
あ
る
貞
慶
だ
が
、
実
は
最
初
期
に
は
阿
弥
陀

（
四
）

信
仰
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貞
慶
に
よ
る
法
相
の
論
議
で
あ
る
『
安
養
報
化
』
の
記
述
に
鑑
み
る

以
上
、
状
況
証
拠
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、
中
世
日
本
に
お
い
て
念
仏
聖
集
団
の
中
に
法
相
系
の
浄
土
教
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
さ
ら
に
親
鶯
門
流
も
多
く
点
在
し
て
い
た
東
国
に
お
い
て
も
、
法
相
系
浄
土
教
者
は
足
跡
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
思
想
が
流

入
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
親
鶯
の
周
辺
に
法
相
系
浄
土
教
の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
さ
て
、
上
述
の
三
名
は
法
然
浄
土
教
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
関
係
性
を
指
摘
で
き
る
人
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
次
に
、
法
然

浄
土
教
団
を
批
判
す
る
立
場
に
あ
っ
た
貞
慶
（
三
五
五
～
一
二
一
三
）
は
浄
土
信
仰
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
有
し
て
い
た
か

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五

三



五
’
一
、
「
安
養
報
化
」
に
つ
い
て

「
安
養
報
化
」
と
は
、
法
相
宗
に
お
け
る
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
論
議
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
中
、
貞
慶
撰
述
の
『
安
養
報
化
』
は
建

久
三
（
二
九
三
年
ま
で
の
成
立
と
さ
れ
て
お
り
、
諸
説
あ
る
も
の
の
元
仁
元
（
一
二
二
四
）
年
頃
の
成
立
と
い
わ
れ
る
親
鶯
『
教

行
信
証
』
の
成
立
に
も
先
行
す
る
。

法
相
宗
で
は
弥
陀
仏
土
は
報
土
に
限
り
、
凡
夫
が
入
報
で
き
る
よ
う
な
仏
土
で
は
な
く
、
兆
載
の
修
行
の
末
に
感
果
す
る
仏
士
と
み

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
弥
陀
信
仰
を
持
つ
法
相
修
学
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
貞
慶
『
安
養
報

化
』
も
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
浄
土
は
唯
報
か
唯

化
か
通
化
土
か
、
凡
夫
が
弥
陀
の
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
等
と
い
っ
た
点
が
大
き
な
関
心
事
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

（
別
）

い
る
が
、
こ
れ
は
後
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
「
安
養
報
化
」
の
問
題
は
、
後
に
華
厳
宗
に
も
波
及
し
て
お
り
、
ま
た
前
述

の
よ
う
に
良
忠
『
東
宗
要
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
も
「
安
養
報
化
」
の
視
点
よ
り
為
さ
れ
た
答
弁
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
安
養
報
化
」
は
、
少
な
く
と
も
貞
慶
撰
述
に
関
し
て
い
え
ば
、
『
教
行
信
証
』
執
筆
以
前
の
南
都
系
浄
土
教
思
想
を

窺
え
る
書
物
で
あ
り
、
更
に
華
厳
や
浄
土
宗
で
も
論
点
と
な
っ
た
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
相
宗
内
の
み
で
消
化
さ
れ
た
問
題
で
は
な

と
、
貞
慶
は
独
自
の
弥
陀
仏
土
論
を
展
開
し
な
が
ら
、
凡
夫
の
弥
陀
浄
土
へ
の
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
こ
で
、
法
相
系
浄
土
教
の
思
想
を
「
安
養
報
化
」
よ
り
窺
い
、
親
鶯
在
世
時
の
南
都
で
は
ど
の
よ
う
な
仏
土
観
が
展
開
さ
れ
て

い
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
親
鶯
の
思
想
が
中
世
浄
土
教
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
検
討
を
試
み
た
い
。

い
こ
と
が
分
か
る
。

親
驚
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五
、
「
安
養
報
化
」
に
お
け
る
仏
土
論
及
び
そ
の
展
開

五
四



経
』
は
、
「
真
仏
説
也
」

答
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

五
’
二
、
「
安
養
報
化
」
に
お
け
る
仏
土
論

そ
れ
で
は
具
体
的
に
、
「
安
養
報
化
」
の
記
述
よ
り
、
そ
の
仏
土
観
を
窺
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
弥
陀
の
仏
士
に
つ
い
て
の
説
示

（
皿
）

を
確
認
す
る
。
貞
慶
『
安
養
報
化
』
の
第
一
問
答
で
は
、

Ｄ
ノ
ハ

ヲ

ノ
ハ

ス
ヲ

西
方
通
二
報
化
二
士
一
報
土
証
文
如
レ
引
二
前
釈
↓
又
有
下
説
二
化
土
一
之
文
昼
若
爾
、
唯
報
土
義
有
二
違
レ
理
事
↓
又
有
二
残
し
文
事
↓
通
一

二
士
一
之
義
、
兼
取
二
両
文
壬
深
順
二
道
理
一
也
。
（
墨
付
三
丁
左
）

と
、
弥
陀
浄
土
に
つ
い
て
唯
報
非
化
説
を
否
定
し
、
通
報
化
説
を
取
る
。
ま
た
同
じ
く
貞
慶
『
安
養
報
化
』
の
第
七
談
義
を
み
る
と
、

モ

ハ

ノ

ナ
リ

尋
云
、
如
二
此
義
一
者
、
他
受
用
（
※
報
土
）
・
変
化
（
※
化
土
）
二
土
在
二
同
処
一
蹴
。
答
。
爾
也
。
化
土
報
土
中
葉
上
・
葉
中
士
。

ハ

ト
モ

ハ

錐
し
然
随
二
自
心
差
別
《
下
不
レ
見
レ
上
。
機
見
不
し
同
、
如
レ
幻
境
界
互
不
障
擬
也
。
（
墨
付
二
四
丁
左
）

と
述
べ
、
こ
こ
で
は
報
土
の
中
に
化
土
が
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
報
化
同
体
一
処
論
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
機
根
に
よ
り
感
見
す
る

仏
土
が
異
な
る
が
、
そ
の
仏
土
の
体
は
一
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
貞
慶
は
、
九
品
浄
土
な
ど
化
士
の
相
を
示
す
『
観

（
泥
）

経
』
は
、
「
真
仏
説
也
」
と
明
確
に
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
良
遍
の
『
念
仏
往
生
決
心
記
』
に
も
「
安
養
報
化
」
に
関
す
る
問

ノ
ニ

ダ
ゼ
ズ
ヲ

ナ
ラ
パ
ニ
ン
ヤ

ダ
セ
ニ
ル
ズ
ル
二

問
。
安
養
報
化
既
有
二
二
釈
《
未
し
判
二
正
不
や
若
唯
報
土
、
豈
有
レ
望
耶
。
答
。
慈
恩
・
溜
洲
錐
し
未
二
定
判
《
撲
楊
既
取
下
通
二
化
土
一

ヲ

ス
ル
ニ
ヲ
ン
ヤ
ノ
カ

ニ
ヤ

ノ
ハ
ク
ク

ノ
ニ

ノ
ハ
ブ
二

釈
狸
今
依
二
輝
之
一
有
二
何
失
一
耶
。
何
況
、
化
土
有
無
両
判
、
且
就
二
極
楽
世
界
中
一
也
．
：
変
化
士
必
随
二
報
土
一
葉
上
・
葉
中
皆

ス
ル
ガ
二
二
パ
ー
二
二
ン
ヤ
ノ
ー
ノ
ナ
ル
『
ｌ
ハ

ナ
ル
ヲ
ヤ

属
し
台
故
。
若
爾
、
報
土
既
在
二
西
方
至
化
土
豈
非
二
其
方
処
一
耶
。
受
用
・
変
化
二
士
同
処
、
『
仏
地
論
』
等
之
所
判
哉
。

（
『
浄
全
』
一
五
、
五
五
九
頁
上
～
中
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
良
遍
も
貞
慶
と
同
じ
く
、
弥
陀
仏
士
は
通
報
化
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
報
土
の
中
に
化
士
が
存
在
す
る
と
解
釈
し
て
い

る
と
わ
か
る
。
良
遍
と
貞
慶
の
説
示
を
見
る
限
り
で
は
、
法
相
系
の
浄
土
教
者
の
中
に
は
、
親
鶯
と
同
様
に
、
唯
報
非
化
が
一
般
的
で

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五
五



さ
て
、
そ
の
貞
慶
の
弥
陀
仏
土
へ
と
往
生
す
る
過
程
に
つ
い
て
の
理
解
と
は
、
既
に
楠
淳
證
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
念
に
よ
る

（
別
）
（
妬
）

臨
終
来
迎
に
よ
り
「
報
土
と
一
体
で
あ
る
弥
陀
の
化
土
へ
の
往
生
を
欣
求
」
し
、
「
二
三
生
等
を
経
て
後
の
報
士
往
生
」
を
期
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
修
因
感
果
の
過
程
は
親
鶯
の
化
土
往
生
の
過
程
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
貞
慶

『
安
養
報
化
』
の
第
二
談
義
を
み
る
と
、

一
一

ス
ル

又
四
十
八
願
中
、
第
十
八
願
云
、
十
方
造
し
悪
一
切
衆
生
、
最
後
十
念
不
二
往
救
一
者
不
レ
取
二
正
覚
一
云
々
。
其
往
救
者
来
二
迎
西
方

ト
モ
ト
モ

ヲ

ノ
ト

浄
土
一
也
。
限
二
地
上
菩
薩
一
者
、
不
し
可
レ
云
二
造
悪
十
念
一
故
是
二
。
：
．
而
以
二
十
念
引
摂
一
為
二
弥
陀
勝
事
一

（
墨
付
二
丁
左
～
一
二
丁
右
）

と
、
法
蔵
菩
薩
の
第
十
八
願
文
に
造
悪
の
衆
生
を
臨
終
の
十
念
に
よ
っ
て
、
西
方
浄
土
へ
迎
え
救
う
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
弥
陀
の
勝

事
」
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
『
大
経
』
の
第
十
八
願
文
に
は
臨
終
十
念
に
よ
る
来
迎
往
生
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
貞

慶
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
貞
慶
は
本
願
文
を
根
拠
に
し
な
が
ら
臨
終
十
念
の
来
迎
往
生
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま
た
、
凡
夫
の
生
ま
れ
る
土
は
い
か
な
る
士
な
の
か
に
つ
い
て
、
貞
慶
は
『
安
養
報
化
』
の
第

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
、
化
土
の
存
在
を
認
め
る
通
報
化
論
を
主
張
す
る
者
が
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
化
土

は
報
土
の
中
に
摂
め
ら
れ
た
仏
土
と
解
釈
し
て
い
る
、
こ
の
点
で
い
え
ば
両
者
の
仏
土
観
に
は
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
化
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
過
程
を
法
相
系
の
西
方
願
生
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
検
討
し
て
み

た
い
。
た
だ
し
、
上
述
の
法
相
有
縁
の
願
生
者
の
う
ち
、
良
忠
は
化
土
往
生
そ
の
も
の
を
認
め
ず
、
ま
た
良
遍
は
凡
夫
の
報
土
往
生
を

（
認
）

説
く
か
化
士
往
生
を
説
く
か
で
先
行
研
究
の
見
解
が
分
か
れ
定
説
を
未
だ
に
見
な
い
た
め
に
、
本
稿
で
は
貞
慶
の
み
を
考
察
対
象
と
し

て
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
そ
の
貞
慶
の
弥
陀
〃

一
談
義
に
て
、 親

鷲
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五
六



一
一

況
見
二
碑
文
一
西
方
浄
土
院
一
欣
仏
殿
。
五
間
七
架
殿
内
造
、
阿
弥
陀
仏
観
音
・
勢
至
五
十
二
菩
薩
、
諸
化
音
楽
・
鳥
獣
三
百
余

一
一

（
マ
マ
）ヲ

事
。
遂
見
二
西
方
一
有
二
七
宝
蓮
花
立
床
至
一
云
云
。
既
欣
二
西
方
《
兼
感
二
霊
検
圭
所
釈
定
可
レ
存
下
安
養
通
二
化
土
一
之
菫
妻
設
錐
二
大

ヲ

レ
ハ
「
Ｉ

権
化
身
一
権
必
為
引
二
実
類
一
也
。
既
乍
レ
示
二
凡
夫
相
圭
猶
顕
欣
求
有
二
往
生
毛
豈
非
し
通
二
化
土
一
乎
。
（
墨
付
六
丁
左
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
浄
土
に
つ
い
て
説
く
経
典
に
は
、
凡
夫
が
凡
夫
な
が
ら
に
往
生
が
あ
る
す
が
た
が
顕
さ
れ
て
お

り
、
従
っ
て
弥
陀
浄
土
に
は
化
土
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
貞
慶
は
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
凡
夫
は
直
に
報
土
往

生
は
で
き
ず
、
化
土
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
貞
慶
は
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
他
に
も
、
貞
慶
『
心
要
紗
』
に
は

凡
夫
所
入
の
土
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

如
レ
此
之
人
、
臨
終
自
唱
二
仏
号
一
数
過
二
十
返
↓
定
過
二
三
界
一
可
レ
生
二
浄
土
一
耶
否
。
不
し
知
二
他
人
。
於
レ
己
難
レ
信
。
如
二
愚
度
一
者
、

多
生
二
人
天
至
宿
習
力
故
重
値
二
善
縁
圭
漸
発
二
勝
蝿
二
、
三
生
等
果
遂
宿
願
。
是
猶
二
勝
事
聿
（
『
大
正
蔵
』
七
一
、
六
三
頁
上
）

こ
こ
で
も
貞
慶
は
、
た
だ
念
仏
の
み
で
即
座
に
報
士
往
生
す
る
こ
と
は
信
じ
が
た
く
、
二
、
三
生
を
経
て
の
ち
に
報
士
に
生
ま
れ
る
こ

と
が
「
勝
事
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

以
上
の
貞
慶
に
お
け
る
弥
陀
浄
土
観
を
総
合
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
『
観
経
』
は
真
説
で
あ
り
、
そ
の
示
さ
れ
る
弥
陀
の

土
は
通
化
土
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
化
士
は
報
土
の
中
に
摂
め
ら
れ
た
土
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
土
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く

法
相
出
身
の
浄
土
教
者
で
あ
る
良
遍
も
同
じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
凡
夫
は
本
願
の
十
念
、
臨
終
来
迎
に
よ
っ
て
報
土
中
の
化

土
へ
と
生
ま
れ
、
二
、
三
生
を
経
た
後
に
報
土
で
生
ま
れ
る
こ
と
を
勧
め
る
と
い
う
教
学
的
姿
勢
が
窺
え
る
。
『
観
経
』
は
真
説
で
あ

る
と
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
や
、
凡
夫
の
化
土
へ
の
往
生
を
積
極
的
に
勧
め
る
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
貞
慶
の
弥
陀
浄
土
往
生
へ
の

過
程
及
び
所
生
の
土
は
、
親
鶯
が
説
示
す
る
よ
う
な
弥
陀
化
土
及
び
、
そ
の
化
土
往
生
へ
の
過
程
と
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

親
鷺
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

五
七



異
説
も
あ
る
が
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
る
貞
慶
が
上
奏
し
た
と
さ
れ
る
『
興
福
寺
奏
状
』
で
は
、
『
観
経
』
は
諸
行
往
生
を
説
い
て
お

り
、
根
機
に
よ
っ
て
感
見
す
る
仏
士
も
異
な
る
こ
と
が
真
説
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
念
仏
一
行
に
よ
る
浄
土
へ
の
順
次
往

生
は
不
可
能
で
あ
る
と
専
修
念
仏
教
団
を
批
判
す
る
。
法
然
滅
後
の
法
然
門
流
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
専
修
念
仏
に
対
す
る
批
判
に

応
当
し
、
法
然
浄
土
教
の
正
統
性
を
証
明
す
る
こ
と
は
、
必
然
的
な
教
学
的
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
中
で
親
驚
は
、
報
土
中
に
報
土
と
化
土
と
を
分
け
る
報
中
垂
化
論
を
展
開
し
、
真
実
信
心
の
行
者
は
報
土
へ
と
往
生
す
る
が
、

自
力
疑
惑
の
行
者
は
報
土
中
の
化
土
へ
と
生
ま
れ
る
、
二
機
二
類
往
生
論
を
展
開
し
た
。
一
方
で
、
法
相
系
の
西
方
願
生
者
で
あ
る
貞

慶
や
良
遍
も
、
親
鶯
と
同
じ
く
弥
陀
の
報
土
の
中
に
化
土
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
親
鶯
と
非
常
に
近
似
し
た
化
土
観
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
親
鶯
と
貞
慶
と
の
、
凡
夫
に
よ
る
化
士
往
生
へ
の
過
程
を
比
較
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
ま
と
め

行
っ
た
。

先
行
研
究
で
は
、
親
鶯
の
化
土
観
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
際
、
「
浄
土
三
部
経
」
や
七
祖
な
ど
、
「
浄
土
教
の
相
承
」

の
中
で
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
同
時
代
的
な
浄
土
信
仰
と
の
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
の

検
討
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
親
鶯
と
浄
土
異
流
と
の
弥
陀
浄
土
観
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
様
の

浄
土
教
に
お
け
る
相
承
を
経
て
い
る
が
、
親
鶯
以
外
の
浄
土
異
流
は
、
善
導
の
唯
報
非
化
論
に
則
り
弥
陀
浄
土
に
化
土
の
存
在
を
基
本

的
に
認
め
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
親
鶯
の
化
土
観
形
成
に
は
浄
土
教
の
相
承
以
外
の
外
的
要
因
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
本
稿
で
は
法
相
系
の
西
方
願
生
者
、
と
り
わ
け
貞
慶
と
良
遍
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
親
鶯
と
の
比
較
を

る
こ
と
が
で
き
る
。

親
篭
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

六
、
お
わ
り
に

五
八



こ
の
よ
う
に
、
親
鶯
と
貞
慶
と
の
化
土
往
生
ま
で
の
過
程
に
は
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
真

実
と
取
る
か
方
便
と
取
る
か
の
差
異
で
あ
ろ
う
。
貞
慶
は
凡
夫
の
化
士
往
生
を
必
然
的
な
過
程
と
し
、
報
土
往
生
は
そ
の
後
に
展
開
さ

れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
一
方
で
親
鶯
は
、
上
述
の
よ
う
な
凡
夫
が
化
土
往
生
す
る
過
程
を
方
便
の
往
生
で
あ
り
、
仏
智
不
思
議
を
疑

っ
た
罪
に
よ
り
生
ま
れ
る
仏
土
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
親
鶯
は
、
阿
弥
陀
仏
の
真
実
信
心
を
獲
得
し
た
行
者
は
、
次
生
に
は
報
土
へ
生

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
化
土
往
生
を
必
然
の
過
程
と
し
て
は
設
定
し
な
い
。
こ
の
化
土
に
関
す
る
両
者
の
近
似
性
や
、
化
土

往
生
に
必
然
性
を
み
る
か
の
相
違
点
が
、
そ
の
ま
ま
親
賛
の
弥
陀
化
士
観
の
形
成
に
は
法
相
宗
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
「
浄
土
教
の
相
承
」
と
は
離
れ
た
場
所
で
、
こ
の
よ
う
な
弥
陀
化
土
思
想
の
近
似
性
を
指

摘
で
き
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
親
鶯
化
土
観
の
研
究
を
行
う
上
の
視
座
と
し
て
、
南
都
仏
教
な
ど
の
同
時
代
的
な
浄
土
信
仰
と
の
比
較

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
時
、
南
都
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
唯
報
論
を
展
開

す
る
良
忠
と
、
親
鶯
と
の
思
想
的
な
差
異
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
か
と
思
う
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

親
鶯
↓
『
大
経
』
Ⅱ
真
実

親
鶯
↓
『
観
経
』
Ⅱ
方
便

貞
慶
↓
『
観
経
』
Ⅱ
真
説

註（
１
）
存
覚
『
六
要
紗
』
「
化
身
士
巻
釈
」
で
は
、
親
鶯
所
説
の
化
土
は
報
土
の
外
で
あ
る
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
も
の
の
（
『
真
宗
聖
教
全

書
』
二
、
三
七
五
頁
）
今
日
の
学
界
で
は
親
鶯
は
報
中
垂
化
を
説
い
て
い
る
と
の
見
解
で
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

↓
他
力
の
信
心
獲
得

↓
凡
夫
の
臨
終
十
念

↓
凡
夫
の
臨
終
十
念

↓
現
生
正
定
聚
、
臨
終
不
来
迎

↓
来
迎
↓
報
中
化
に
往
生

↓
来
迎
↓
報
中
化
に
往
生

↓
報
士
へ
順
次
往
生

↓
五
百
歳
後
報
土
生

↓
二
三
生
後
報
土
生五

九



（
妬
）
「
聖
然
律
師
承
二
密
聖
守
毛
密
厳
大
徳
。
学
二
台
集
一
後
中
一
二
興
下
野
薬
師
寺
一
良
遍
上
人
親
度
受
戒
之
門
人
・
」

（
肥
）
村
上
真
瑞
「
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と
『
群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
』
三
八
‐
一
、
一
九
八
九
年
）

（
Ⅳ
）
例
え
ば
、
細
川
行
信
「
親
鶯
消
息
の
研
究
‐
特
に
有
念
無
念
の
靜
論
に
つ
い
て
‐
」
（
『
印
仏
』
ニ
ー
ニ
、
一
九
五
四
年
）
、
永
村
眞
「
親
鶯

と
良
忠
‐
そ
の
教
化
と
教
説
‐
」
（
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
二
年
所
収
）
、
拙
論
「
親
鶯
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流
‐

『
末
灯
紗
』
第
一
通
を
中
心
に
‐
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
九
、
二
○
一
五
年
）
な
ど
。

（
肥
）
『
興
福
寺
奏
状
』
に
つ
い
て
、
貞
慶
の
著
述
は
本
文
の
み
で
副
文
は
衆
徒
や
五
師
三
綱
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る

（
Ⅱ
）

（
岨
）

（
咽
）

（
Ｍ
）

（
６
）
吉
田
淳
雄
「
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
所
説
の
諸
行
本
願
義
に
つ
い
て
」
（
『
大
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
五
、
二
○
○
一
年
）

（
７
）
吉
田
淳
雄
「
鎌
倉
時
代
の
「
諸
行
本
願
義
」
に
つ
い
て
恥
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
記
載
の
事
蹟
を
中
心
に
」
（
『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』

一
○
、
二
○
○
一
年
、
九
四
頁
）
を
見
る
限
り
、
前
掲
論
文
で
同
氏
は
『
源
流
章
』
の
記
事
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、
長
西
の
記

述
に
関
し
て
は
信
用
で
き
る
も
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
８
）
住
田
智
見
『
浄
土
源
流
章
解
説
』
法
蔵
館
、
一
九
二
五
年
、
三
六
三
頁

（
９
）
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
三
頁
、
原
漢
文

（
Ⅲ
）
本
稿
で
は
安
養
報
化
に
つ
い
て
、
論
議
の
意
で
用
い
た
場
合
は
一
重
鉤
括
弧
、
特
定
の
人
物
に
よ
る
著
作
物
を
指
す
場
合
は
二
重
鉤
括

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

弧
を
便
宜
的
に
用
い
た
。

三
一
五
頁
中
）

○
一
四
年
）

田
中
夕
子
「
念
仏
聖
信
仰
の
一
考
察
」
（
『
印
仏
』
六
三
‐
二
、
二
○
一
五
年
）

「
沙
弥
教
信
者
有
云
法
相
宗
碩
学
因
明
論
達
者
同
愚
称
名
也
」
（
『
浄
全
』
一
五
、
四
一
五
頁
上
）

北
畠
典
生
『
観
心
覚
夢
紗
』
本
願
寺
派
出
版
部
、
一
九
八
三
年
、
一
八
頁

「
聖
然
大
徳
真
言
院
第
二
阿
闇
梨
也
。
密
教
承
二
子
守
公
圭
…
良
遍
上
人
合
力
興
一
一
隆
下
野
薬
師
寺
こ
（
『
新
日
本
仏
教
全
書
』
六
四
、

村
上
速
水
「
化
土
往
生
に
関
す
る
疑
問
」
（
『
真
宗
学
』
二
九
・
三
○
、
一
九
六
三
年
、
一
三
六
頁
）

浅
井
成
海
「
親
賛
の
仏
土
観
（
ご
‐
化
土
の
問
題
を
中
心
と
し
て
‐
」
（
『
真
宗
学
』
八
二
、
一
九
九
○
年
、
一
五
頁
）

伊
東
順
浩
「
親
賛
の
化
土
思
想
の
成
立
」
（
『
真
宗
研
究
会
』
二
五
、
一
九
九
三
年
）

那
須
一
雄
「
覚
明
房
長
西
に
お
け
る
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
段
の
解
釈
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
〈
以
下
『
印
仏
』
〉
六
二
‐
二
、
二

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察

六

○



（
別
）
楠
淳
證
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
四
、
二
○
○
九
年
、
二
一
頁
）

（
妬
）
楠
淳
證
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
五
、
二
○
一
○
年
、
八
五
頁
）

（
岨
）
新
倉
和
文
「
貞
慶
の
阿
弥
陀
信
仰
と
『
発
心
講
式
』
に
つ
い
て
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
、
二
○
○
八

年
）
、
「
貞
慶
著
『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
の
翻
刻
並
び
に
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
二
、
二
○
○
八
年
）
、
楠
淳
證

「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
三
、
二
○
○
九
年
）
、
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
『
南
都

仏
教
』
九
五
、
二
○
一
○
年
）
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。

（
別
）
野
呂
靖
「
日
本
華
厳
に
お
け
る
「
安
養
報
化
」
論
義
」
（
『
印
仏
』
五
八
‐
二
、
二
○
一
○
年
参
照
）

（
皿
）
『
安
養
報
化
』
の
科
段
及
び
紙
数
に
つ
い
て
は
、
楠
淳
證
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
『
南
都
仏
教
』

九
五
、
二
○
一
○
年
）
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
引
用
文
は
読
解
の
便
を
図
り
、
返
点
を
現
行
の
も
の
に
あ
ら
た
め
た
。

（
躯
）
貞
慶
『
安
養
報
化
』
墨
付
二
○
丁
左

（
昭
）
凡
夫
が
報
土
往
生
を
す
る
と
見
る
も
の
と
し
て
は
望
月
信
亨
「
生
駒
良
遍
の
浄
土
教
義
」
（
『
浄
土
学
』
七
、
一
九
三
四
年
）
等
、
化
土

往
生
を
す
る
と
み
る
も
の
と
し
て
は
石
田
充
之
『
法
然
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
（
一
九
七
九
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
化
士

往
生
も
報
土
往
生
も
ど
ち
ら
も
認
め
る
と
い
う
立
場
（
佐
長
道
亮
「
良
遍
の
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
『
宗
学
院
論
輯
』
七
九
、

わ
り
な
い
。

二
○
○
七
年
）
も
あ
る
。

（
森
新
之
介
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
二
○
一
三
年
）
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
興
福
寺
法
相
宗
徒
に
よ
る
奏
状
で
あ
る
こ
と
に
は
変

親
鶯
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察
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ハ
ー


